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  １．開  会 

○事務局（家山道民生活課長） 予定より少し早いですが、皆様がおそろいになりました

ので、令和７年度第４回北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談会を始めさせていただきま

す。 

 本日は、お忙しいところをお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 

  ２．挨  拶 

○事務局（家山道民生活課長） 開会に当たりまして、くらし安全局長の髙木から挨拶を

申し上げます。 

○髙木くらし安全局長 髙木でございます。 

 昨年に引き続き、今年もよろしくお願い申し上げます。 

 また、皆様、大変お忙しい中、本会議にご出席をいただきまして、ありがとうございま

す。 

 次期犯罪被害者等支援基本計画の策定に当たりましては、書面開催しました前回を含め、

これまで３回の懇談会を開催し、皆様からご意見をいただいてきたところです。 

 道におきましても、そうしたご意見を踏まえて取りまとめた基本計画の素案について道

議会に報告するとともに、道内市町村、関係団体などへの意見照会を行ったほか、１１月

末には１か月間のパブリックコメントを実施しました。 

 本日の懇談会では、そうした意見照会やパブリックコメントの結果をご報告しますとと

もに、私ども道の関係部局と調整して取りまとめた基本計画の案について説明をさせてい

ただくこととしております。 

 計画策定もいよいよ大詰めを迎えておりますけれども、本日も、皆様からの忌憚のない

ご意見を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 簡単ですが、開会に当たってのご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ◎事務局連絡事項 

○事務局（家山道民生活課長） 議事に入ります前に、本日は、札幌国際大学の鈴木教授、

北海道医師会の目黒常任理事、北海道交通事故被害者の会の内藤副代表、北海道市長会の

京野参事におかれましては、ご都合により欠席をされておりますので、ご報告させていた

だきます。 

 それでは次に、本日お配りしております資料の確認をさせていただきます。 

 まず、次第、出席者名簿、配席図、資料１の「第五次北海道犯罪被害者等支援基本計画」

素案からの修正点等、資料２の第五次北海道犯罪被害者等支援基本計画（案）、参考資料

の懇談会の開催要領を用意しております。 

 それでは、ここからは、山田座長に進行をお願いしたいと存じます。 
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 よろしくお願いいたします。 

 

  ３．議  事 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） どうもご苦労さまです。 

 この間、新聞を見ていましたら、鳥取県と市町村が資金を出し合って被害者支援に充て

るための基金をつくるという記事がありました。被害者の葬儀代や治療代を受給できるの

が遅い、また、地域格差が大き過ぎるという声に応えたと報じられておりました。 

 北海道では、先ほど鎌田室長から教えていただきましたけれども、見舞金制度がある条

例を制定している市町村の数が１２１市町村ほどに上り、６５％まで来ているようです。

しかし、まだまだ地域格差があるので、基金というのは思いつかなかったですけれども、

地域格差解消策の手段の一つかなと受け止めました。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事（１）の第五次北海道犯罪被害者等支援基本計画（案）について、事務局から説明

をお願いいたします。 

○事務局（斉藤主幹） 道民生活課の斉藤です。 

 ただいまの局長の挨拶にもありましたとおり、令和７年１１月２６日から１２月２６日

にパブリックコメントを行いました。その結果、意見につきましては一件もありませんで

したので、ご報告申し上げます。 

 なお、パブリックコメントと併せて行った市町村や関係団体への意見照会におきまして、

修正意見がございましたので、その修正箇所についてご説明申し上げます。 

 資料１をご覧ください。 

 上から順に説明させていただきます。 

 まず、１７ページの文言修正ですが、正式名称が北海道いじめ問題対策連絡協議会であ

ることから、「北海道」を追加しております。 

 次に、２８ページの文言修正ですが、同ページに現状と課題が書かれておりまして、そ

の文中の表現が「性犯罪・性暴力」でしたので、統一した表現に修正しております。 

 次に、２９ページの文言修正ですが、国の第５次基本計画案と表現をそろえるため、「等」

という文字を追加しております。 

 次に、３１ページの文言修正ですが、道が策定している「北海道困難な問題を抱える女

性への支援等に関する基本計画」の表現とそろえるため、「カウンセリング」を「支援」

に修正しております。 

 次のページをご覧ください。 

 一番上の文言修正ですけれども、読みやすくするため、「活用し」の後に読点を追加し

ております。 

 次に、３５ページの文言修正ですが、文部科学省のスクールソーシャルワーカー活用事

業実施要領と表現をそろえるということで、「社会福祉等の」を「児童生徒の置かれた」
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という表現としております。 

 このページの最後になりますが、３８ページの文言修正は、先ほど申し上げたとおり、

道の基本計画と表現をそろえるため、「カウンセリング」という部分を修正しております。 

 次のページをご覧ください。 

 修正部分の最後ですが、４６ページの文言修正につきましては、国の第５次基本計画で

は、「ちゅうちょ」が漢字ではなく平仮名でしたので、そちらと合わせて修正を行ってお

ります。 

 ただいま説明した箇所が前回お示しした第五次北海道犯罪被害者等支援基本計画素案か

らの修正点であり、資料２の第五次北海道犯罪被害者等支援基本計画（案）が修正箇所を

反映した最新版となっておりますので、後ほどご確認をいただければと思います。 

 私からの説明は以上です。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 文言の修正ということです。 

 案そのものについて、ご質問やご意見はございませんか。 

○北海道臨床心理士会（橋本理事） ２８ページの性犯罪・性暴力被害者のところに修正

が入ったということですが、一番最後の「ちゅうちょ」を修正したところは、性犯罪被害

者だけで性暴力が入っていません。全体として「性暴力・性犯罪」と統一されていくのか、

それとも、関連省庁の表記に準じるのかが気になったので、質問させていただきます。 

 私どもの仕事でも、性被害ではなくて性暴力被害だということで、性暴力という言葉を

使っていく動きがあります。そろえたり、「等」が入ったり、一つ一つの言葉を見ていた

だいてつくっていただいているのだなと感謝しております。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） この部分について解説を

させていただきたいと思います。 

 これは、もともと性犯罪となっていたのですけれども、国で現在やっている第５次計画

の内容においても大きく性犯罪・性暴力という言葉が用いられています。ただ、その枝葉

を見ていったときに、２８ページの性犯罪・性暴力被害者の医療費の公費負担制度が具体

的取組であるのですけれども、この関係部局が知事部局環境生活部と私ども警察本部にお

いての公費負担制度でして、ここは性犯罪・性暴力被害者という表現を使っています。一

方、ご指摘のとおり、４６ページの第４の刑事手続への関与拡充への取組の性犯罪被害者

からの証拠採取の促進につきましては、私ども警察本部が担当しているものです。 

 なぜ、警察本部だけのときは「性暴力」がないのかですが、私ども警察は、警察に届出

があった方、被害届を出された方を一定の要件の下に公費負担する制度を運用しておりま

して、私ども警察の運用につきましては、従来どおり、性犯罪被害者の方に対する支給要

件を設けているからです。 

 一方、２８ページの環境生活部とともにやっているところについては、環境生活部の方

は、私ども警察の公費負担ではカバーできない部分について、道でやっていこうというこ

とで、私ども道警と知事部局で協力しながら全体をすくうというつくりになっております。 
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 私たちの支給要件である性犯罪被害者という言葉には合致しないけれども、国が今言っ

ている性暴力被害に遭われた方について、環境生活部と連携してやっていくということで、

この部分については「性犯罪・性暴力」としているところです。 

○北海道臨床心理士会（橋本理事） 大変分かりやすく、ありがとうございます。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） そのほかご意見やご質問は

ございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） それでは、次に進みます。 

 議事（２）のその他に入ります。 

 せっかく専門部署の方が来られているので、一言、現況などについてお話ししていただ

ければと思います。 

 最初に鎌田室長からお願いいたします。 

○北海道警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室（鎌田室長） 

 まずは、北海道の第五次基本計画（案）の策定に当たりまして、環境生活部の方々には

様々なご苦労とご尽力をいただきましたことに御礼申し上げます。 

 実は、現在、国におきまして、４月からの第５次計画について策定中です。道の環境生

活部の方々は、そういった国の動きを情報収集しながら、できる限りそこを入れていこう

としていただいていたことが本当にありがたいと考えております。 

 現在の私どもの業務情勢ですけれども、山田座長をはじめとする道弁連の方のご協力を

得まして、市町村に対する条例の制定推進について進めているところでして、本日現在、

道内１０８市町村において条例が制定されております。昨年までは２桁台だったのですが、

先般、１２月の議会で江別市をはじめとする１１市町村で制定となり、１０８市町村にな

りました。 

 市町村と話をする中において、私どもが説明で用いておりましたのは、道の知事部局環

境生活部が第五次基本計画を策定作業中であり、過渡期であるということ、また、道の環

境生活部が１１月に多機関ワンストップサービスを構築していただいて、それが運用開始

になったことです。この二つをより実効的にするためには、市町村における条例も必要で、

こういうものが両輪になっていくのだという説明で納得をいただいているところです。 

 その幹となる基本計画がこのように策定される運びになることにつきまして、重ね重ね

御礼を申し上げます。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 次に、北海道町村会政務部

主事の大田さん、一言いただけますか。 

○北海道町村会（大田政務部主事） 北海道町村会の政務部の大田と申します。 

 この会議に参加させていただくのは初めてでして、正直、こういった分野のことに関し

てあまり知見がないというのもあるのですけれども、町村会としてこういった分野にもし

関わりがあるとするならば、法務支援室という町村における法律の相談を受けている専門
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の部署があります。町村で犯罪被害者に関わる事案等が発生すれば、場合によってはここ

が相談に乗るという取組をしております。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 次に、カウンセリングセン

ター北海道被害者相談室長の高山さん、一言お願いいたします。 

○北海道家庭生活総合カウンセリングセンター北海道被害者相談室（高山室長） 北海道

被害者相談室の高山と申します。 

 私からは支援の中で被害者の方と接し感じましたことをお話させていただきます。 

先ほど、鎌田室長より、11 月から、多機関ワンストップサービスがスタートしましたと

お話がありましたが、私どもも道のコーディネーターの補助的なところでお手伝いさせて

いただいております。先日ある被害者のお宅を訪問させていただきました。その時に、被

害者の方のお話からひどい二次被害に遭っているという事を知りました。 

それは隣近所の人たちの被害者に関する理解度の低さから起きる風評被害、更にネット

の不確かな情報によるうわさ等で被害者の方は疲弊し、すっかり人間不信になりましたと

いう事を語られていました。さらに買い物などに行っても、みんな自分のことをうわさし

ているのではないかと感じて外にも出られないともお話されていました。このような状況

にある被害者の方がいます。地域の人たちの被害者の方への理解度の低さを感じました。 

第 5 次基本計画は何度も検討され作成されました。更に行政の担当者、一般の市民の方々

への周知を積極的にしてほしいと思います。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 貴重なご意見をありがとう

ございます。 

 ご承知のように、基本法では、国民の責務として、行政の施策に協力する義務、それか

ら、２次被害を起こさないということもきちんと規定されてはいるのですけれども、高山

さんが経験したように、犯罪被害者に対するご理解はまだまだ進んでいないのかなという

感想を持ちました。 

 次に、北海道臨床心理士会理事の橋本さん、一言お願いいたします。 

○北海道臨床心理士会（橋本理事） お世話になっております。北海道臨床心理士会理事

の橋本と申します。 

 私どもの団体は、臨床心理士、そして、公認心理師という心理支援に関する有資格者の

団体です。 

 昨日も、オンラインでのシンポジウムに参加させていただきまして、ありがとうござい

ました。以前も別なところで何度も聞いたことがある木村さんのお話を再び伺えて、胸が

いっぱいになりました。 

 先ほども申したように、一つ一つの言葉まで丁寧にすり合わせてつくっていただいたこ

とが分かりまして、とてもありがたく思っております。 

 私たち心理専門職は、５領域と言われていまして、医療、福祉、教育、産業、司法とい

うところでそれぞれの仕事をしております。犯罪被害は、いつ誰がどこで遭うか分からな
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い、我々全員が出くわす可能性があるものですので、心理士専門職がそれぞれ従事してい

るところで利用者さんや生徒児童が何らかの被害に遭ったときに職能団体としてもしっか

りとサポートしていけるように体制を整えたいと思っています。 

 先ほど、高山室長がおっしゃった２次被害もまさにしかりです。私は、今、個人で心理

相談室をやっておりますが、１０年、２０年、ひどい場合は３０年、４０年前の事件、事

故などでいまだに苦しんでいる方が多くいらっしゃいます。多くは、事件、事故そのもの

よりも、その途中でのいろいろな２次被害の傷が深くございます。 

 このように法律が整備されまして、また、予防や普及という文言もたくさん入っている

ので、道民それぞれがしっかりと理解を高め、２次被害がなく、そして、自然にしっかり

回復できるような体制につながっていけたらと希望を持った次第です。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 私からですが、計画案の５

ページの表の主な重要犯罪等の認知件数を見ますと、不同意性交等、不同意わいせつの件

数がどんどん増加しているのが実態です。もう一つ、１０ページに棒グラフの表がありま

して、ＳＡＣＲＡＣＨ（さくらこ）への相談件数も増加しているということです。 

 ＳＡＣＲＡＣＨ（さくらこ）は北海道と札幌市の委託事業ですから、ＳＡＣＲＡＣＨ（さ

くらこ）の窓口は、これから被害者からの声を聞く大きな場になると思うので、これをし

っかり充実させていくのは北海道の果たすべき役割かなと思います。 

 北海道として、ＳＡＣＲＡＣＨ（さくらこ）の重要性は増していると考えるのですけれ

ども、ＳＡＣＲＡＣＨ（さくらこ）に対する取組に関して考えていることがあればお聞か

せ願いたいと思います。 

○事務局（斉藤主幹） 座長がおっしゃったとおり、１０ページにございますようにＳＡ

ＣＲＡＣＨ（さくらこ）への相談件数は年々増えております。 

 そのため、道としましては、ＳＡＣＲＡＣＨ（さくらこ）を運営するＮＰＯ法人ゆいネ

ット北海道と連携して資格や経験を有する男女の相談員の安定的な確保に取り組んでおり

ます。そのために、例えば、令和７年度は１，０００万円を超える予算措置をし、委託事

業を支援しております。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 年々、厚く対策を練ってい

るということです。これからもよろしくお願いいたします。 

 次に、札幌高等検察庁犯罪被害者等支援対策室公安事務課長の木屋さん、一言お願いい

たします。 

○札幌高等検察庁犯罪被害者等支援対策室（木屋公安事務課長） 札幌高等検察庁公安事

務課の木屋でございます。 

 私は、この会議の肩書きでは札幌高等検察庁犯罪被害者等支援対策室となっております

けれども、通常は公安事務をやっておりまして、公安事件やテロ、薬物などの事件の対応

をしているとともに、役割として犯罪被害者対策も担っている部署になっております。 

 検察庁としましては、前にもご説明しているかもしれないのですけれども、制度としま
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しては、メインになっておりますのが裁判における被害者の方への対応です。プライベー

トな情報が出ないようにしたり、被害者の心情を公判で述べたり、あるいは、いわゆる被

害者通知というのですけれども、裁判状況のほか、行政とも連携しまして、加害者が刑務

所から釈放になる場合、いつ頃になるかなどを希望に応じて通知したりする業務を行って

おります。これらは制度としてあるものです。 

 昨年４月からの令和７年度の我々の取組をご紹介させていただきますと、毎年やってい

るものですが、北海道弁護士連合会の犯罪被害者支援委員会の皆様と連携して勉強会と協

議会をやっております。 

 勉強会といいますのは、委員会の先生にお話をしていただいて、実際に被害者に対応さ

れた際の状況や注意点などを検察官、あるいは、検察事務官が聞いて日々の業務に役立て

るというものです。 

 また、協議会というものもやっておりまして、これは、札幌高等検察庁管内の函館、旭

川、釧路、札幌の各地域の被害者対応状況を話し合ったり、こういう問題点がありますよ

ということを話し合ったりするものです。これにつきましても、札幌高検の職員だけでは

なく、先ほど申し上げました４つの地検の検察官なども入って討議を行って知識を高めて

おります。 

 このほか、毛色が違うかもしれないのですけれども、同じく北海道弁護士連合会の民事

介入暴力対策委員会、いわゆる民暴の委員の皆様とも勉強会、協議会をしております。こ

れは、例えば、暴力団等による詐欺被害などに遭ったとき、民事裁判的なものを起こして

暴力団のトップの者からお金を取り戻し、そのお金を被害者の方に還元することができる

のですけれども、こういうものを検察官や事務官が勉強したり、先ほどと同じなのですけ

れども、各地の状況を話したりしております。 

 また、これは隔年でやっているのですけれども、犯罪被害者の方、あるいは、犯罪被害

者の遺族の方に来ていただいてお話をいろいろしていただいています。犯罪被害者、ある

いは、ご家族の方の心情をお話ししていただいて、職員、検察官、検察事務官が聞いて日々

の業務に役立てております。 

 さらに、東京の犯罪被害者支援都民センターに殺人事件のご遺族の方をご紹介していた

だき、リモートを通じてなのですけれども、お話をしていただきました。 

 本年度は、先ほどからお話が出ております多機関ワンストップの制度ができたというこ

とです。新しい制度ということで、まだ検察庁の職員は分かっていないところが多いのか

なと思いますので、引き続き、職員に周知するなどして、業務で関係する場合は適切に対

応したいと思っております。 

 また、冒頭に述べましたように、いろいろな制度や施策もございますので、皆さんと協

力して被害者支援に対応していきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 先ほどおっしゃった道弁連

と共同した勉強会は、うちの委員会の委員２名が講師となって、高検の会議ですから、全
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道の検察官と事務官に向かって発信するという仕組みになっております。事例研究が主で

して、目的とするところは連携です。 

 札幌の場合は札幌弁護士会の委員会が地検と太いパイプを持っていますし、高検とも太

いパイプがあるのですけれども、例えば、旭川、函館、釧路、北見に行くと、そういうこ

とがなかなか難しいのが現実です。連携の充実を大きなテーマとして、毎年、この勉強会

を開催させていただいています。 

 ほかにもう一言ある方はいらっしゃいませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） それでは、最後に事務局か

ら何かありますでしょうか。 

○事務局（家山道民生活課長） 今後の計画の策定に向けた予定についてです。 

 この後、再度、庁内で中身を調整しまして、２月に道議会へ報告した後、議会議論など

を経て年度内での成案の取りまとめを予定しております。 

○北海道弁護士会連合会犯罪被害者支援委員会（山田座長） 年度内の策定を予定してい

るということです。 

 それでは、以上で議事を終了いたします。 

 皆様、ありがとうございました。 

 

  ４．閉  会 

○事務局（家山道民生活課長） 山田座長、ありがとうございました。 

 この懇談会につきましては、本日が最後の予定となっておりますので、くらし安全局長

からお礼の挨拶をさせていただきます。 

○髙木くらし安全局長 皆様、どうもありがとうございました。 

 この懇談会は、いつもは少ない回数でやっていますけれども、本年度は基本計画の見直

し年ということで、昨年８月から本日まで計４回開催してまいりました。 

 山田座長をはじめ、本懇談会に参画していただきました皆様には、貴重なご意見を賜り

まして、誠にありがとうございます。 

 今後の予定は先ほど家山からご説明したとおりですけれども、策定されたら皆様にもお

知らせすることになるかと思います。予定では３月末になると思っております。 

 道としましては、今後とも、本道における犯罪被害者等支援の取組を皆様とともに進め

てまいりたいと考えておりますので、引き続き格別のご協力を賜りますようお願いを申し

上げまして、お礼の挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○事務局（家山道民生活課長） 以上をもちまして令和７年度第４回北海道犯罪被害者等

支援施策推進懇談会を終了いたします。 

 本日は、お忙しいところをご出席いただきまして、ありがとうございました。 



- 9 - 

 

                                  以  上   


